家庭礼拝　2010年5月27日　使徒言行録第９章　サウロの回心
　賛美歌４57　神はわが力　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌５３２　安かれわが心よ
起

この章からしばらく、サウロとペトロの話が続きます。それで、この章は長いので、まず、サウロのところだけお話したいと思います。サウロの回心とその後の宣教を伝えた31節までです。
聖書の中でのサウロの最初の登場は、8章1節のステファノの殉教の場面です。上着を預かる係りで登場しているのですから、まだ、社会的な地位も高くなかったのでしょう。そこに立ち会った、サウロが、ステファノの最後を見て何を思ったのかが、このサウロの回心と大きなかかわりを持ちます。サウロがどう思ったのかは聖書に書かれている話ではないので、想像するしかありません。それは、この回心にいたる道から想像するわけです。サウロがステファノの殉教に立ち会ったときには、伝統的な、神様の教えを乱すようなものは石打ちで殺されてしまえばよいと思っていたはずです。そして多くの聖書の解説者が言っているように、そこで、サウロはステファノの最後に衝撃を受けたのです。あのような最期を遂げるものが本当に神に逆らうもの、邪悪なものなのだろうか。そのような思いがサウロを支配しそうになったといわれています。でも、伝統的なユダヤ教に立つサウロは、いや決してそんなことは無い。私が子供のころから教わってきた神様の教えに間違いがあるはずはない、とその考えを振り切ろうとしたのです。サウロの心理的な状態というのは、二つの考えに引き裂かれそうになっていました。従来のユダヤ教を超越した、イエスの教えが正しいのかもしれない、という考えと、いやそんなはずは無い、伝統的な教えが正しいのだ、という考えで、心の中で綱引きが行われていたわけです。この選択は間違えば、神様に背く大きな罪となるので、命を懸けた、大きな決断になりました。そして、伝統的なユダヤ教の考えのほうが勝ちました。そうすると、サウロは、もう一方のイエスの教えが正しいかもしれないという考えを抑圧するために、前にもまして、イエスの弟子達を迫害するようになりました。イエスのほうが正しいかもしれないという思いが強くなればなるほど、ますます激しく迫害し、その考えを打ち消そうとしていたのではないかと思われます。イエスを正しいとするなどというのは神に対する大きな罪を犯していると思って、自分は伝統的なユダヤ教に立っているものであることを証明するために、自分の心の中にある迷いを悟られまいとして、そして打ち消そうとして、ますます激しく迫害への道を進むのです。
承

そして、聖書に書いてあるように、大祭司に、ダマスコにある諸会堂宛の手紙を書いてもらうのでした。それは、イエスの弟子達を捕まえて牢に入れても良いという認可証のようなものでした。その手紙を携えて、サウロは同行のものを連れて、ダマスコに向かいました。そしてダマスコに近づくにつれて、サウロの二つの心理状態が、最高の緊張状態を生み出していったのです。そして事件が起こりました。3節です。
使 9:3　ところが、サウロが旅をしてダマスコに近づいたとき、突然、天からの光が彼の周りを照らした。
使 9:4　サウロは地に倒れ、「サウル、サウル、なぜ、わたしを迫害するのか」と呼びかける声を聞いた。
使 9:5　「主よ、あなたはどなたですか」と言うと、答えがあった。「わたしは、あなたが迫害しているイエスである。
使 9:6　起きて町に入れ。そうすれば、あなたのなすべきことが知らされる。」
使 9:7　同行していた人たちは、声は聞こえても、だれの姿も見えないので、ものも言えず立っていた。
このことに関しては、ある人は、サウロは砂漠の太陽で、日射病になったのだという人や、いや違う、この地域は突然雷が発生する地域なので雷に打たれたのだという人々がいます。その真偽のほどは分かりませんが、むしろ、二つの考えの緊張状態にあった魂がその引っ張り合いによって、硬い殻を引き裂かれたと考えられます。サウロにとって、そこでイエスの声が聞こえたということが一番大事なことになります。その声は、サウル、サウル、なぜ私を迫害するのか、と呼びかける声でした。サウルはきっと、なぜ迫害するのかと、言う言葉で、もしかするとこれはイエス様かと思ったと思いましたが、同時に、そうでないようにあって欲しいという思いもあったのだと思います。それで、その声に、主よ、あなたはどなたですか。と尋ねました。すると、私はあなたが迫害しているイエスである、と答えました。サウロはそれを聞いて愕然としたと思います。主よと答えたその相手が、自分が迫害している相手と同じだったからです。まさに恐れていたことが起こったのです。命をかけて決断したことが間違っていたのです。もうサウロは何もいえなくなったのだと思います。更にその声は言います、起きて町に入れ。そうすれば、あなたのなすべきことが知らされる。サウロは今までは、信念に生きていました。こうするのが正しいはずだ。そう思い込んで、クリスチャンを迫害し、自分の信念の道を進んできたのです。ですが、今ここでそれが大きく変化しました。それは、自分の信念でなすべきことをするのではなく、何をなすべきかを告げられる者となったのです。イエス様が直接語りかけてくださったのです。その最初の指示は、起きて町に入れ、そうすればあなたのなすべきことが知らされる。でした。サウロはその声に聞き従わざるを得ませんでした。同行していた人たちは、声は聞こえましたが、姿が見えなかったので、ものも言えず立っていたとかかれています。もう誰も、口が聞ける状態ではなかったのです。サウロが起き上がったときには目が見えなくなっていました。それで、人々は、サウロの手を引いてダマスコまで連れて行ったのです。サウロはそこで、3日間、目が見えず、食べも飲みもしなかったと書かれています。イエス様はなぜ、迫害者のサウロに現れたのか。なぜほかの迫害者ではなく、サウロだったのか。それを説明するには、やはりステファノの殉教の衝撃が必要になります。サウロは、ただ迫害者となったのではなく、それと同じくらい強い気持ちで、イエスは救い主かもしれないという思いがあったからこそ、イエス様はこのサウロに現れ、その心を開放してくれたのです。
転

さて、サウロにイエス様が現れ、サウロの心に回心の思いが表れましたが、それだけでは、クリスチャンの仲間には入れません。そこには二人の協力者が必要でした。一人はアナニア、もう一人はバルナバです。サウロのような偉大な人でも、協力者、理解者がいなければ、何も出来ないことが多くあるのです。
　まずアナニアです。この名前は前にも使徒言行録に出てきましたがそれとは違います。前に出てきたのはアナニアとサフィラの夫婦のところです。このアナニアは,神を欺いてはならないという言葉を聴いて、死んでしまいました。ですから同じはずではないのですが、この名前は比較的多かったのかもしれません。その意味は神は現れたとか、神は答えられたという意味だそうです。ダマスコにいた弟子のアナニアに、幻の中で、主が「アナニア」とよびかけると、アナニアは「主よ、ここにおります。」と答えました。すると、主は、ユダの家にいるサウロという名のものを尋ねなさいというのです。この場面で、アナニアが答えた、ここにおりますとは、どこにいるのでしょうか。このここという言葉は決して、ダマスコとか、家とか、そのような地名を言うのではないはずです。子供のサムエルのときも主の声がしたとき、「主よ、私はここにおります。」と答えています。こことはどこか、それは私達の魂の奥深いところです。そして、そこは、主の声が良く聞こえるところです。そのような魂の奥深い、主のみ声の届くところにいることが、ここにいますという答えになっているのです。私達の居場所もまた、そうでなければなりません。心がいろいろな雑念に惑わされるのではなく、今、ここにいることが大切なのです。アナニアはすぐに、主よここにおりますと答えました。すると主はサウロを尋ねなさいという指示を出しました。しかしアナニアは言いました、１3節です。
使 9:13　しかし、アナニアは答えた。「主よ、わたしは、その人がエルサレムで、あなたの聖なる者たちに対してどんな悪事を働いたか、大勢の人から聞きました。
使 9:14　ここでも、御名を呼び求める人をすべて捕らえるため、祭司長たちから権限を受けています。」
使 9:15　すると、主は言われた。「行け。あの者は、異邦人や王たち、またイスラエルの子らにわたしの名を伝えるために、わたしが選んだ器である。
使 9:16　わたしの名のためにどんなに苦しまなくてはならないかを、わたしは彼に示そう。」
アナニアは、サウロがどんなに恐ろしい男なのかを主に訴えるわけです。サウロはとても受け入れられませんと訴えるのです。しかし主は言いました。「あのものは私が選んだ器である。私の名のためにどんなに苦しまなくてはならないかを私は彼に示そう。」サウロは、主に選ばれた人でした。そして主のために苦しむようにと招かれた人でした。サウロはそのとき祈っていました。それは、幻で、アナニアという人が入ってきて、自分の上に手を置き、元通り目が見えるようにしてくれるといわれたからでした。
そしてアナニアは主が命じられたように、出かけて行きました。17節です。

使 9:17　そこで、アナニアは出かけて行ってユダの家に入り、サウロの上に手を置いて言った。「兄弟サウル、あなたがここへ来る途中に現れてくださった主イエスは、あなたが元どおり目が見えるようになり、また、聖霊で満たされるようにと、わたしをお遣わしになったのです。」
使 9:18　すると、たちまち目からうろこのようなものが落ち、サウロは元どおり見えるようになった。そこで、身を起こして洗礼を受け、
使 9:19　食事をして元気を取り戻した。
アナニアはサウルに会いました。捕らえて牢屋に入れられるかもしれない迫害者サウルに会いに行ったのです。そしてそこで目の見えなくなっているサウルに出会い、サウルの上に　手を置いて癒したのです。サウルは元通り目が見えるようになりました。そして、身を起こして、サウルはアナニアから洗礼を受けたのです。アナニアは、イエスの弟子の中で、初めてサウロに心を許し、信頼した人物となりました。そして洗礼まで授けたのです。このように、神に用いられた共同者、理解者がいなければ、伝道者サウロは生まれなかったのです。
　もう一人の共同者、理解者はバルナバです。このバルナバはサウロと供に行動していたので使徒言行録には何度も出てくるので、意識して見ていったほうが良いと思います。実は、もう既に私達の学びの箇所に現れているのです。それは、アナニアとサフィラの事件が起る前の持ち物を共有する話の記述の中にでてきます。4章の36節ですが、こう書かれています。例えば、レビ族の人で、使徒達からバルナバ、「慰めの子」という意味、と呼ばれていた、キプロス島生まれのヨセフも、持っていた畑を売り、その代金を持ってきて使徒達の足元に置いた。この、バルナバというのは愛称で、本当の名前はヨセフであることが分かります。使徒達からバルナバ、慰めの子と呼ばれるほど、優しく同情心の深い人でした。この同情心から、パウロと宣教旅行するときマルコを連れて行くかどうかの意見が分かれました。パウロは厳しい人だったので、途中で帰ってしまうような意気地のないものは連れて行かないといい、同情深いバルナバはマルコを連れて行くといって争ったことがあります。この様にバルナバは、効率とか、成果とか言うものよりも、人間そのものを大切にする、深い人間性を持っていました。サウロとバルナバとの出会いは、エルサレムで、でした。サウロは、ダマスコで、もち前の気性で、激しくイエスがメシアであることをのべつたえました。それはユダヤ人たちをうろたえさせ、そしてついには命まで付けねらわれるものとなりました。サウロは、城壁をかごでつり下ろされて逃げるというきわどいことをやって、やっと命を狙うものの手から逃れたのです。そしてエルサレムに行ったのです。そして弟子の仲間に加わろうとしたのです。ところが誰も彼を信じないでむしろ恐れました。サウロは恐ろしい死刑執行人だといわれてたし、スパイとして潜り込もうとしているのではないかと恐れたのです。ですが、バルナバだけは信頼し受け入れたのです。バルナバはパウロを本物だと信じたのです。27節です。
使 9:27　しかしバルナバは、サウロを連れて使徒たちのところへ案内し、サウロが旅の途中で主に出会い、主に語りかけられ、ダマスコでイエスの名によって大胆に宣教した次第を説明した。
使 9:28　それで、サウロはエルサレムで使徒たちと自由に行き来し、主の名によって恐れずに教えるようになった。
このようにして、バルナバはサウロが使徒達と自由に交わることが出来るようにしてくれたのです。それは損得を考えない、バルナバの深い同情心がそうさせました。人は、恐れによって、誤解し、信頼することが出来ず、争いを起こしてしまうものです。そのとき、誰がバルナバになるのか、慰めの子になるのか、が大切です。我々一人ひとりが、このバルナバになるならば、物事はもっとうまく、御心にかなったものになるはずです。バルナバが受け入れてくれなければ、宣教者パウロは生まれなかったかもしれないのです。バルナバはこの後ずっと、パウロの良き友、共同者として働くのです。
結

今日は、サウロの回心の後の二人の共同者、アナニアと、バルナバに焦点を当てて話をしました。どのような偉大な人でも、そこに理解者、協力者がいなければ、決して、偉大な人となることは出来ないのだと思います。そしてこの二人は敵をも許し、受け入れることの出来る、人たちでした。我々もまた、全て、このような理解者協力者に育てられてきたのだと思うのです。私達にとってのアナニアと、バルナバは誰なのかを思い返すことも大切かもしれません。そして私たち自身が、神様に用いられて、アナニアとなり、バルナバとなっていくことが、神様の御心なのだと思います。そのためには、今ここにいることが大切になります。こことは、神様の声が聞こえるところです。心を静かにして、祈り、瞑想しているところです。静かにここに立つとき、神様は語りかけてくださるのです。

（一分間黙祷しみんなで祈る)
(祈り)

天の父なる神様、今週もまた、供に祈り、賛美するときが与えられ感謝いたします。
先週は二人の方が風邪を引いたので、休会となりましたが、今週は、皆さんで集うことが出来感謝いたします。

今日は、主役ではありませんがアナニアとバルナバの働きに心を打たれました。私達も、良き脇役として、受け入れ、理解者となり、協力して行くものとなることが出来ますように。あなたのみ言葉が心に響く場所に、何時までも留まることが出来ますようにお導き下さい。何よりも、この二人は、敵であったものを許すことが出来たものでした。過去にこだわらず受け入れるものでした。どうか私達も、互いに許しあい、受け入れあって、御国のために歩んでいくものでありますように。
私達もまた、慰めの子となりますように。互いに心の傷を癒せるものとなりますように。信頼しあうものとなりますように。
社会では、落ち着いてまいりましたが、タイやギリシャで騒乱が起こりました。また、今はジャマイカで、新しい騒乱が起こっています。犠牲者の上にあなたの慰めが与えられますように。日本でも沖縄の問題や、宮崎の口蹄疫の問題が起きております。ただあなたのみ心がなされますように。

今日、ここに集う一人ひとりの上に、あなたの恵とかえりみとが豊かにありますように。

きょうの日のあなたの恵に感謝し、この祈りを主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。
◆サウロの回心
使 9:1　さて、サウロはなおも主の弟子たちを脅迫し、殺そうと意気込んで、大祭司のところへ行き、
使 9:2　ダマスコの諸会堂あての手紙を求めた。それは、この道に従う者を見つけ出したら、男女を問わず縛り上げ、エルサレムに連行するためであった。
使 9:3　ところが、サウロが旅をしてダマスコに近づいたとき、突然、天からの光が彼の周りを照らした。
使 9:4　サウロは地に倒れ、「サウル、サウル、なぜ、わたしを迫害するのか」と呼びかける声を聞いた。
使 9:5　「主よ、あなたはどなたですか」と言うと、答えがあった。「わたしは、あなたが迫害しているイエスである。
使 9:6　起きて町に入れ。そうすれば、あなたのなすべきことが知らされる。」
使 9:7　同行していた人たちは、声は聞こえても、だれの姿も見えないので、ものも言えず立っていた。
使 9:8　サウロは地面から起き上がって、目を開けたが、何も見えなかった。人々は彼の手を引いてダマスコに連れて行った。
使 9:9　サウロは三日間、目が見えず、食べも飲みもしなかった。
使 9:10　ところで、ダマスコにアナニアという弟子がいた。幻の中で主が、「アナニア」と呼びかけると、アナニアは、「主よ、ここにおります」と言った。
使 9:11　すると、主は言われた。「立って、『直線通り』と呼ばれる通りへ行き、ユダの家にいるサウロという名の、タルソス出身の者を訪ねよ。今、彼は祈っている。
使 9:12　アナニアという人が入って来て自分の上に手を置き、元どおり目が見えるようにしてくれるのを、幻で見たのだ。」
使 9:13　しかし、アナニアは答えた。「主よ、わたしは、その人がエルサレムで、あなたの聖なる者たちに対してどんな悪事を働いたか、大勢の人から聞きました。
使 9:14　ここでも、御名を呼び求める人をすべて捕らえるため、祭司長たちから権限を受けています。」
使 9:15　すると、主は言われた。「行け。あの者は、異邦人や王たち、またイスラエルの子らにわたしの名を伝えるために、わたしが選んだ器である。
使 9:16　わたしの名のためにどんなに苦しまなくてはならないかを、わたしは彼に示そう。」
使 9:17　そこで、アナニアは出かけて行ってユダの家に入り、サウロの上に手を置いて言った。「兄弟サウル、あなたがここへ来る途中に現れてくださった主イエスは、あなたが元どおり目が見えるようになり、また、聖霊で満たされるようにと、わたしをお遣わしになったのです。」
使 9:18　すると、たちまち目からうろこのようなものが落ち、サウロは元どおり見えるようになった。そこで、身を起こして洗礼を受け、
使 9:19　食事をして元気を取り戻した。
◆サウロ、ダマスコで福音を告げ知らせる
サウロは数日の間、ダマスコの弟子たちと一緒にいて、
使 9:20　すぐあちこちの会堂で、「この人こそ神の子である」と、イエスのことを宣べ伝えた。
使 9:21　これを聞いた人々は皆、非常に驚いて言った。「あれは、エルサレムでこの名を呼び求める者たちを滅ぼしていた男ではないか。また、ここへやって来たのも、彼らを縛り上げ、祭司長たちのところへ連行するためではなかったか。」
使 9:22　しかし、サウロはますます力を得て、イエスがメシアであることを論証し、ダマスコに住んでいるユダヤ人をうろたえさせた。
◆サウロ、命をねらう者たちの手から逃れる
使 9:23　かなりの日数がたって、ユダヤ人はサウロを殺そうとたくらんだが、
使 9:24　この陰謀はサウロの知るところとなった。しかし、ユダヤ人は彼を殺そうと、昼も夜も町の門で見張っていた。
使 9:25　そこで、サウロの弟子たちは、夜の間に彼を連れ出し、籠に乗せて町の城壁づたいにつり降ろした。
◆サウロ、エルサレムで使徒たちと会う
使 9:26　サウロはエルサレムに着き、弟子の仲間に加わろうとしたが、皆は彼を弟子だとは信じないで恐れた。
使 9:27　しかしバルナバは、サウロを連れて使徒たちのところへ案内し、サウロが旅の途中で主に出会い、主に語りかけられ、ダマスコでイエスの名によって大胆に宣教した次第を説明した。
使 9:28　それで、サウロはエルサレムで使徒たちと自由に行き来し、主の名によって恐れずに教えるようになった。
使 9:29　また、ギリシア語を話すユダヤ人と語り、議論もしたが、彼らはサウロを殺そうとねらっていた。
使 9:30　それを知った兄弟たちは、サウロを連れてカイサリアに下り、そこからタルソスへ出発させた。
使 9:31　こうして、教会はユダヤ、ガリラヤ、サマリアの全地方で平和を保ち、主を畏れ、聖霊の慰めを受け、基礎が固まって発展し、信者の数が増えていった。
◆ペトロ、アイネアをいやす
使 9:32　ペトロは方々を巡り歩き、リダに住んでいる聖なる者たちのところへも下って行った。
使 9:33　そしてそこで、中風で八年前から床についていたアイネアという人に会った。
使 9:34　ペトロが、「アイネア、イエス・キリストがいやしてくださる。起きなさい。自分で床を整えなさい」と言うと、アイネアはすぐ起き上がった。
使 9:35　リダとシャロンに住む人は皆アイネアを見て、主に立ち帰った。
◆ペトロ、タビタを生き返らせる
使 9:36　ヤッファにタビタ――訳して言えばドルカス、すなわち「かもしか」――と呼ばれる婦人の弟子がいた。彼女はたくさんの善い行いや施しをしていた。
使 9:37　ところが、そのころ病気になって死んだので、人々は遺体を清めて階上の部屋に安置した。
使 9:38　リダはヤッファに近かったので、弟子たちはペトロがリダにいると聞いて、二人の人を送り、「急いでわたしたちのところへ来てください」と頼んだ。
使 9:39　ペトロはそこをたって、その二人と一緒に出かけた。人々はペトロが到着すると、階上の部屋に案内した。やもめたちは皆そばに寄って来て、泣きながら、ドルカスが一緒にいたときに作ってくれた数々の下着や上着を見せた。
使 9:40　ペトロが皆を外に出し、ひざまずいて祈り、遺体に向かって、「タビタ、起きなさい」と言うと、彼女は目を開き、ペトロを見て起き上がった。
使 9:41　ペトロは彼女に手を貸して立たせた。そして、聖なる者たちとやもめたちを呼び、生き返ったタビタを見せた。
使 9:42　このことはヤッファ中に知れ渡り、多くの人が主を信じた。
使 9:43　ペトロはしばらくの間、ヤッファで革なめし職人のシモンという人の家に滞在した。
